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氷見市芸術文化館指定管理者募集要項 

 

 氷見市（ 以下、「 市」 と いう 。） は、氷見市芸術文化館条例（ 令和３ 年条例第１ ８ 号。以下、

「 条例」 と いう 。） 第４ 条の規定によ り 、氷見市芸術文化館（ 以下、「 芸術文化館」 と いう 。）

の指定管理者を募集し ます。  

 

１  施設の概要 

（ 1） 設置目的 

   市民の文化芸術の振興及び市民相互の交流を図り 、 文化芸術活動の発信拠点及びに

ぎわい創出の場と する こ と を目的と する 。  

 （ 2） 施設概要 

      名  称 氷見市芸術文化館 

      所 在 地 氷見市幸町３ １ 番９ 号 

      建物概要 鉄筋コ ンク リ ート 造（ 一部鉄骨造）、 地上４ 階建 

           敷地面積 24, 754. 31 ㎡、 建築面積 5, 667. 48 ㎡、  

           延床面積 10, 455. 03 ㎡、 駐車場（ 大型 3 台・ 普通車 420 台）  

（ 3） 主な施設内容  

名 称 面 積 備 考 

ホール 間口 14. 4～23. 0ｍ、 奥行 16ｍ、 高さ 13ｍ 客席（ 800 席）  

マルチス ペース  174 ㎡  

交流室１ ・ ２ ・ ３  47 ㎡・ 47 ㎡・ 54 ㎡  

スタ ジオ１ ・ ２  22 ㎡・ 28 ㎡  

交流工房 52 ㎡  

交流ラ ウ ンジ 48 ㎡  

小楽屋１ ・ ２  13 ㎡・ 13 ㎡  

中楽屋１ ・ ２  19 ㎡・ 19 ㎡  

大楽屋 47 ㎡  

主催者控室 16 ㎡  

多目的室１ ・ ２  9 ㎡・ 9 ㎡  

（ 4） 運営に係る 事項  

      令和 4 年度利用者数 70, 046 人（ ※令和 4 年 10 月 8 日開館）  

       ホール 51, 662 人 諸室 18, 384 人 

      令和 5 年度利用者数 87, 083 人 

       ホール 59, 636 人 諸室 27, 447 人 

      令和 6 年度利用者数 169, 624 人 

       ホール 102, 799 人 諸室 66, 825 人 
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２  業務の範囲及び内容 

 指定管理者が行う 業務の範囲及び内容は次のと おり です。（ 業務内容の詳細については、

別記１ 「 氷見市芸術文化館管理業務仕様書」 によ る も のと し ま す。  

 

（ 1） 条例第３ 条に規定する 事業の実施に関する 業務 

   ア 文化芸術事業の企画及び実施に関する 事業 

   イ  市民の文化芸術活動の支援に関する 事業 

   ウ  市民の生涯学習活動の支援に関する 事業 

   エ 市民の交流を促進する 事業 

   オ 文化芸術を通じ たまちづく り のために必要な事業 

   カ ア～オに掲げる も ののほか、 芸術文化館の設置の目的を達成する ために必要な 

事業 

（ 2） 芸術文化館の利用の承認に関する 業務 

（ 3） 芸術文化館の利用に係る 料金（ 以下「 利用料金」 と いう 。） の徴収に関する 業務 

（ 4） 芸術文化館の維持管理に関する 業務 

（ 5） １ ～４ に掲げる も ののほか、 氷見市教育委員会（ 以下「 教育委員会」 と いう 。） が必

要と 認める 業務 

 

３  指定期間 

 指定期間は、 令和８ 年４ 月１ 日から 令和１ ３ 年３ 月３ １ 日ま での５ 年間と し ま す。  

 ただし 、各年度終了後に実施する 評価の結果、指定管理者が管理を継続する こ と が適当で

ないと 認める と き などには、 指定を取り 消すこ と があり ま す。  

 

４  応募資格 

 申請する こ と ができ る のは、次の要件を満たす法人その他の団体（ 以下「 法人等」と いう 。）

である こ と と し ま す。（ 法人格の有無は問いま せんが個人によ る 申請はでき ま せん。）  

 

( 1） 地方自治法施行令第１ ６ ７ 条の４ （ 一般競争入札の参加者の資格） の規定に該当し

ないこ と 。  

（ 2） 氷見市から 指名停止措置を受けていないこ と 。  

（ 3） 氷見市税を滞納し ていないこ と 。  

（ 4） 会社更生法、 民事再生法等に基づく 再生又は再生手続き を行っていないこ と 。  

（ 5） 公の施設の管理の業務から の暴力団排除に関する 実施要領の排除措置の該当事項に

該当し ないこ と 。  

（ 6） 宗教活動又は政治活動を主たる 目的と する 団体でないこ と 。  

（ 7） 市内に主たる 事務所を置き 、 又は置こ う と する 者である こ と 。  
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５  提出書類 

 申請に当たっては、 以下の書類を提出し てく ださ い。 なお、 市が必要と 認める 場合は、 追

加資料の提出を求める こ と があり ます。  

（ 1） 指定管理者指定申請書【 様式第１ 号】  

（ 2） 氷見市芸術文化館指定管理者事業計画書【 様式第２ 号】 及び氷見市芸術文化館管理

業務収支予算書【 様式第３ 号】  

（ 3） 代表者等名簿【 様式第４ 号】  

（ 4） 定款、 寄付行為、 規約又はこ れら に類する 書類（ 法人以外の団体は会則等）  

（ 5） 法人にあっては、 当該法人の登記簿謄本 

（ 6） 申請の日の属する 事業年度の前事業年度における 貸借対照表及び損益計算書その他

の財務の状況を明ら かにする こ と ができ る 書類 

（ 7） 申請の日の属する 事業年度の前事業年度のおける 事業報告書その他の業務の内容を

明ら かにする こ と ができ る 書類 

（ 8） 氷見市税の納税証明書 

（ 9） その他教育長が必要と 認める 書類 

 ※施設の利用料金については、令和８ 年４ 月から 変更と なる 場合があり ま すが、様式第

3 号の収支予算書については、 現行の利用料金（ 単価） に基づき 作成し てく ださ い。  

 

６  事業規模 

 芸術文化館の管理運営に係る 経費については、以下の金額を目安と し 、申請の際の事業計

画、 収支予算を策定し てく ださ い。  

 なお、 必要な経費については、 物価上昇等を考慮し 見積も る こ と と し 、その際の物価上昇

率は年３ ％を基準と し て見積も ってく ださ い。  

 （ 参考） 過去３ 年間の収支（ 単位： 千円）  

年  度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

収入  

内訳： 指定管理料  

   貸館利用料 

   事業収入 

   協賛金 

   その他 

支出 

内訳： 人件費 

   維持管理費 

   事業費 

179, 155 

101, 333 

8, 948 

57, 825 

8, 613 

2, 436 

154, 815 

51, 735 

41, 895 

61, 185 

179, 622 

126, 087 

14, 853 

26, 687 

8, 500 

3, 495 

177, 575 

44, 316 

84, 047 

49, 212 

260, 785 

140, 321 

18, 016 

91, 791 

7, 876 

2, 781 

257, 551 

56, 157 

88, 780 

112, 614 

  ※開館 令和 4 年 10 月 8 日 
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７  質問事項の受付 

 募集要項の内容等に関する 質問を次のと おり 受付ま す。  

（ 1） 受付期間  令和７ 年９ 月 18 日（ 木） ～令和７ 年９ 月 25 日（ 木） ま で 

（ 2） 受付方法  質問票【 様式第５ 号】 に記入のう え、 Ｆ Ａ Ｘ 又は電子メ ールで提出し

てく ださ い。  

 

８  申請書提出先及び提出期間 

 （ 1） 提 出 先  氷見市教育委員会事務局文化振興課 

          〒935-0016 氷見市本町４ 番９ 号 

          TEL（ 0766） 74-8240 FAX（ 0766） 74-8241 

          URL bunkashi nko@ci t y. hi mi . l g. j p 

（ 2） 提出期間  令和７ 年９ 月 18 日（ 木） から 令和７ 年 10 月 20 日（ 月） ま で（ 土、 日

曜日、休日は除く 。） の午前８ 時 30 分から 午後５ 時 15 分までと し ます。  

    ※郵送の場合、 書留郵便によ り 最終日の午後５ 時 15 分ま でに必着のこ と 。  

     ※電子メ ール、 Ｆ Ａ Ｘ での提出は認めま せん。  

 

９  選定方法  

 次に掲げる 要件を満たすも ののう ちから 、 総合的な評価に基づいて指定管理者の候補者

を選定し ま す。  

 （ 1） 選定基準 

ア 市民の平等利用が確保さ れる も のである こ と  

イ  事業計画の内容が、 当該公の施設の効用を最大限に発揮する と と も に管理経費の

縮減が図ら れる も のである こ と  

ウ  当該指定管理者の指定の申請をし た法人その他の団体が、 事業計画書に沿った管

理を安定し て行う 物的能力及び人的能力を有する も のである こ と  

 （ 2） 審査項目 

   1 団体の概要 

    1-1 管理運営を行う にあたっての経営方針について 

      ・ 団体の理念（ 経営方針等） は明確に示さ れている か 

      ・ 施設の設置目的を十分に理解し 、 公平・ 公正さ が確保さ れている か 

    1-2 財務状況 

      ・ 施設運営を適切に行う 能力がある か 

      ・ 経営財政状況が健全である か 

    1-3 指定管理者の指定を申請し た理由及び管理運営を行う 意欲について 

      ・ 団体の経営理念や公の施設の設置目的に沿った内容である か 

      ・ 現状把握及び課題認識や将来展望がある か 
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   2 施設の管理について 

    2-1 施設、 設備、 備品等の保守管理について 

      ・ 施設・ 設備の保守管理を適正に行う こ と ができ る 体制か 

      ・ 施設の清掃を適切に行う こ と ができ る 体制か 

      ・ 外構・ 植栽等の管理を適切に行う こ と ができ る 体制か 

      ・ 備品の管理方針は適切か 

    2-2 従業員の配置、 採用、 処遇、 資質向上のための指導育成及び研修等について 

      ・ 施設の管理運営を適切に行う こ と ができ る 体制か 

      ・ 従業員の労働環境・ 処遇が労働基準法等に照ら し て適正か 

      ・ 職員の資質向上のための指導育成及び研修計画がある か 

    2-3 施設の安全確保、 環境への配慮が図ら れている か 

      ・ 施設の日常的な安全確保が図ら れている か 

      ・ 環境への配慮が図ら れている か 

   3 施設の運営について 

    3-1 年間の事業計画について 

      ・ 積極性・ 創意工夫が見ら れる 内容か 

      ・ 住民や利用者のニーズを反映し た内容か 

      ・ 利用者を増加さ せる ための適切な取組みが示さ れている か 

    3-2 利用者の要望の把握について 

      ・ 要望把握を適切に行う こ と ができ る 具体的方法が示さ れている か 

      ・ 住民や利用者の要望を反映する 方法が示さ れている か 

    3-3 利用者のト ラ ブルの未然防止と 対処方法について 

      ・ ト ラ ブルの未然防止策の具体的方法及び対処方法が示さ れている か 

   4 個人情報の保護の措置について 

    4-1 個人情報の保護措置 

      ・ 具体的な措置が示さ れている か 

   5 緊急時対策について 

    5-1 防犯、 防災の対応・ その他の緊急時の対応 

      ・ 防犯、 防災体制の整備及び対策が適切に計画さ れている か 

      ・ 緊急時の連絡体制を定めている か 

      ・ 防犯・ 防災訓練の実施を計画し ている か 

   6 経理について 

    6-1 経理について 

      ・ 事務や会計処理の基準等に従い帳簿や台帳整備などの経理を行い、情報公開

や監査に対し て適切な処理を行える か 

   7 新文化交流施設管理運営基本方針を実現する ための取り 組みについて 
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    7-1 ５ つの基本方針を実現する ための取り 組みについて 

      ・ 基本方針を実現する ための６ つの事業（ 鑑賞事業、 参加型事業、 創造事業、

アウ ト リ ーチ型事業、育成事業、貸館事業） について具体的に示さ れている か 

   8 収支・ 予算 

    8-1 予算（ 収入）  

      ・ 適正な予算見積に基づく 現実的な収入見込みである か 

    8-2 予算（ 支出）  

      ・ 適正な予算見積に基づく 現実的な支出見込みである か 

      ・ 支出の抑制を図っている か 

      ・ 経費縮減が期待でき る か 

 

10 申請に要する 経費 

 申請に要する 経費等はすべて申請者の負担と し ま す。  

 

11 無効又は失格 

 以下の事項に該当する 場合は、 無効又は失格と なる こ と があり ま す。  

 （ 1） 申請書の提出方法、 提出先、 提出期限などが守ら れなかったと き  

 （ 2） 記載すべき 事項の全部又は一部が記載さ れていないも の 

 （ 3） 申請書に記載すべき 事項以外の内容が記載さ れている も の 

 （ 4） 虚偽の内容が記載さ れている も の 

 （ 5） その他、 不適当と 認めら れる も の 

 

12 選定の時期 

 令和７ 年 11 月中の選定を予定し ており ま す。  

 

13 選定結果 

 結果については、 各申請者に文書で通知し ま す。  

 

14 指定管理者の決定及び指定管理料 

 （ 1） 指定管理者は、 氷見市議会の議決を経て決定（ 指定） さ れま す。  

 （ 2） 指定に当たっては、 市と 指定管理者と の間で協定を締結し ま すが、 こ の協定の指定

管理料は各会計年度の予算額以内と なり ま すので、 申請時に提出のあった管理業務

に係る 提案価格を下回る 場合があり ま す。  

 

15 その他 

 （ 1） 提出書類はお返し でき ません。  
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（ 2） 提出さ れた書類は必要に応じ 複写し ま す。（ 当該書類は、指定管理者の選考及び指定

に関する 事務に使用し ます。）  

 （ 3） 提出さ れた書類は、 情報公開の請求によ り 開示する こ と があり ま す。  

（ 4） 指定管理者候補者の選定にあたり 、 必要に応じ て提出書類の内容に関する ヒ アリ ン

グを実施する 場合があり ま す。  

（ 5） 指定管理者候補者に選定さ れた後、 指定管理者に指定する こ と が著し く 不適当と 認

めら れる 事情が生じ たと き は、 指定管理者に指定し ない場合があり ま す。 こ の場合、

業務の準備のために支出し た費用について市は一切保証し ません。  

 

16 様式 

 （ 1） 指定管理者指定申請書【 様式 1 号】  

 （ 2） 氷見市芸術文化館指定管理者事業計画書【 様式第 2 号】  

 （ 3） 氷見市芸術文化館管理業務収支予算書【 様式第 3 号】  

 （ 4） 代表者等名簿【 様式第 4 号】  

 （ 5） 質問票【 様式第 5 号】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 問い合わせ先）  氷見市教育委員会事務局文化振興課 

                   〒935-0016 氷見市本町４ 番９ 号 

                           TEL（ 0766） 74-8240 FAX（ 0766） 74-8241 

                           URL bunkashi nko@ci t y. hi mi . l g. j p 
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【 様式第１ 号】 指定管理者指定申請書 

 

令和７ 年 月 日 

 

あて  

 

      所在地 

  申請者 団体名 

      代表者氏名             印 

 

指定管理者指定申請書 

 

  氷見市公の施設に係る 指定管理者の指定の手続等に関する 条例第２ 条の規定に 

よ り 、 次の公の施設の、 指定管理者の指定を受けたいので申請し ま す。  

 

 

公の施設の名称 氷見市芸術文化館 
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【 様式第２ 号】 氷見市芸術文化館指定管理者事業計画書 

令和７ 年  月  日 

 

事 業 計 画 書 

施設名 氷見市芸術文化館 

団体名  

代表者氏名  設立年月日  

所在地  

電話番号  FAX 番号  

メ ールアド レ ス   

 

管理運営方針 

 

業務の安全面 

に関する 方策 

 

職員配置計画 

 

職種 実人数 兼職 体制 資格等 

管理責任者 人    

 人    

 人    

 人    
 

年間の事業 

の実施計画 

 

事業名 目的・ 内容等 実施時期・ 回数 
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自主事業の内容

(財源内訳を含む) 

 

サービ ス 向上 

のための方策 

 

利 用 者 等 の 

要 望 の 把 握 

及 び 実 現 策 

 

利 用 者 等 の 

ト ラ ブ ル の 

未 然 防 止 と  

対 処 方 法  

 

住民と の 協働  

及び他施設と の

連携に つい て  

 

個人情報保護 

のための方策 

 

緊急時の対応 

に つ い て  

（ 防犯、 防災

等）  

 

 

その他特記事項 

 

 

※個々の欄が小さ く 書き き れない箇所がでてき た場合は、 基本の書式を変えずに適

宜欄の大き さ 等を 変更し て記入し てく ださ い。  

※事業計画書と は別に、 説明資料を 添付し ていただく こ と も 可能です。  
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【 様式第３ 号】 氷見市芸術文化館管理業務収支予算書 

令和７ 年  月  日 

氷見市芸術文化館管理業務収支予算書（ 令和  年度）  

１  収 入 

 金  額 

（ 単位 円）  
積算内訳 備 考 

指定管理料    

利用料金 

※利用料金制適用施設 
   

 
   

 
   

合  計    

 

２  支 出 

 金  額 

（ 単位 円）  
積算内訳 備 考 

人件費  人数、 日数や時間、 単価などを具体的に記入  

事務費    

事業費    

管理費    

    

    

    

合  計    

※１ 年間（ １ ２ ヶ 月） の収支を 記入し てく ださ い。  

※年度ごと に作成し てく ださ い。（ 毎年度の収支見込みが同じ であれば１ 枚の提出で可）  
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【 様式第４ 号】 代表者等名簿 

 

代表者等名簿（ 下表の入力内容は記入例です。）  

 

 

 

 

  

役 職 氏   名 住   所 生年月日 

会 長 氷見 太郎 氷見市○○町○○番○○号 昭和○○年○○月○○日 

副会長    

常務理事    

理事    

など     
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【 様式第５ 号】 質問票 

令和７ 年  月  日 

 

質  問  票 

 

氷見市芸術文化館指定管理者募集要項について、 次のと おり 質問し ま す。  

団体名  

所在地  

担当部署名  

担当者名  

連絡先 電話番号  

FAX 番号  

メ ールアド レ ス   

質問事項  

質問内容 

 

※質問事項は、 １ 問につき 本様式を １ 枚使用し 、 簡潔にま と めてく ださ い。  
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別記１  

氷見市芸術文化館管理業務仕様書 

Ⅰ 基本的事項 

１ ． 趣旨 

氷見市芸術文化館（ 以下「 芸術文化館」 と いう 。） において、 指定管理者が行う 管理の

基準及び業務の範囲その他詳細については、 氷見市芸術文化館条例（（ 令和３ 年氷見市

条例第１ ８ 号） 以下「 条例」 と いう 。） に定める も ののほか、 本仕様書によ る こ と と す

る 。  

 

２ ． 開館時間及び休館日 

  ( 1)  開館時間は午前９ 時から 午後１ ０ 時ま でと する 。  

     ただし 、 指定管理者は、 特に必要がある と 認める と き は、 教育委員会の承認を得

て、 こ れを臨時に変更する こ と ができ る 。  

  ( 2)   休館日は次に掲げる と おり と する 。 ただし 、 指定管理者は、 特に必要がある と 認

める と き は、 教育委員会の承認を得て、 こ れを変更し 、 又は臨時に休館日を定める

こ と ができ る 。  

    ・ 水曜日（ その日が国民の祝日に関する 法律（ 昭和２ ３ 年法律第１ ７ ８ 号） に規定

する 休日（ 以下「 休日」 と いう 。） にあたる 場合を除く 。  

    ・ 休日の翌日（ その日が日曜日、 土曜日又は休日に当たる 場合は、 こ れら 日後の最

初の日曜日、 土曜日又は休日でない日）  

    ・ １ 月１ 日から 同月３ 日ま で及び１ ２ 月２ ９ 日から 同月３ １ 日ま での日 

 

 ３ ． 留意事項 

  ( 1)  本業務の実施に当たっては、 本仕様書のほか、 関連する 法律等を遵守し 、 適切に

管理し ければなら ない。  

  ( 2)  公の施設の指定管理者と し て、 公共サービス を提供する 立場及び責任を理解し 、

公平かつ公正な管理運営を行う こ と 。  

  ( 3)  利用者等の意見や要望等を適切に反映さ せる など、 常にサービス 向上に努める こ

と 。  

  （ 4）  業務に関し て取得し た利用者等の個人に関する 情報を適切に取り 扱う こ と 。  

 

 ４ ． 指定管理者に対する 監督・ 指示等 

  ( 1)  教育委員会は、 指定管理者に対し て管理の業務又は経理の状況に関し て報告を求

め、 実地について調査し 、 又は必要な支持をする こ と ができ る 。  

  ( 2)  管理の業務の継続が困難と なった場合又はそのおそれが生じ た場合には、 速やか
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に教育委員会に報告し なければなら ない。  

  ( 3)  指定管理者の責めに帰すべき 事由によ り 適正な管理が困難と なった場合、 又はそ

のおそれがある と 認めら れる 場合、 教育委員会は指定管理者に対し 改善勧告を行い、

期間を定めて改善策の提出及びその実施を求める こ と ができ る 。  

  ( 4)  ( 3) の場合において、 指定管理者が定めら れた期間内に改善策の提出及びその実施

ができ なかったと き は、 教育委員会は、 指定管理者の指定を取り 消し 、 又は期間を

定めて業務の全部若し く は一部の停止を命ずる こ と ができ る 。  

  ( 5)  指定管理者が教育委員会の指示に従わない場合や指定管理者の財務状況が悪化す

る など管理の業務の継続が困難と 認めら れる 場合は、 教育委員会は、 指定管理者の

指定を取り 消すこ と 等ができ る 。  

  ( 6)  不可抗力その他教育委員会又は指定管理者の責めに帰する こ と ができ ない事由に

よ り 管理の業務の継続が困難と なった場合は、 両者で対応を協議する も のと する 。 

  ( 7)  ( 4) 、 ( 5) 又は( 6) によ る 事由に該当し 、 指定管理者の指定を取り 消さ れたこ と 等に

よ り 指定管理者に損害が生じ た場合、 教育委員会はその賠償の責めを負わないも の

と する 。  

  ( 8)  ( 4) 又は( 5) によ る 事由に該当し 、指定管理者の指定を取り 消さ れたこ と 等によ り 、

教育委員会に指定管理者の債務不履行等によ る 損害が生じ た場合は、 指定管理者は

賠償の責めを負う も のと する 。  

  ( 9)  市の監査委員が必要と 認める と き や市長が要求する と き は、 指定管理者によ る 管

理の業務にかかる 出納その他の事務の執行について監査を行う 。  

 

 ５ ． 業務の第三者委託の禁止 

   指定管理者は、 管理の業務を第三者に委託し 、 又は請け負わせる こ と はでき ない。た

だし 、「 Ⅴ 施設等の維持管理に関する 業務」 の「 ３ ． 委託可能業務」 に記載の業務につ

いては、 第三者に委託する こ と ができ る も のと する 。  

 

 ６ ． 原状回復義務等 

( 1)  施設等の変更をし よ う と する と き は、 あら かじ め教育委員会と 協議する も のと し 、

ま た、 指定管理者の期間が満了し たと き 又は指定を取り 消さ れたと き は、 教育委員

会の指示する と こ ろによ り 、 施設等を原状に回復する こ と 。  

   ( 2)  施設等を汚損し 、 損傷し 、 又は滅失し たと き は、 教育委員会の指示する と こ ろに

よ り 原状に回復し 、 又は損害を賠償し なければなら ない。  

 

 ７ ． 指定管理業務の引継ぎ 

  ( 1)  指定管理期間の終了又は指定の取消し 等によ り 、 新たな指定管理者へ業務を引き

継ぐ 際には、 施設の業務を円滑かつ支障なく 継続でき る よ う 必要なデータ 等を遅延
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なく 提供し て引継ぎを行う こ と 。  

  ( 2)  新たな指定管理者へ業務を引き 継ぐ 際には、 指定管理者が受け付けた施設利用等

の申請を新たな指定管理者へ全て引き 継ぎ、 指定管理者の変更によ り 利用申請者が

不利益を被る こ と がないよ う 配慮する こ と 。  

 

 ８ ． 責任分担と 保険の加入 

   指定管理者と 市の責任分担は、 次のと おり と する 。  

項   目 指定管理者 市 

施設等 
改築又は大規模修繕 － 〇 

３ ０ 万円以下の修繕 〇 － 

事故・ 災害等によ る 施設等の修繕 事案によ る  

施設の火災保険加入 － 〇 

施設利用者の被災に対する 責任 事案によ る  

利用者にかかる 保険の加入 〇 － 

人件費、 物品費等の価格変動等に伴う 経費の増 協議によ り 定める  

   教育委員会が施設サービス の提供に支障がないと 判断し た場合は、 修繕を見合わせ

る 場合がある 。  

 

 ９ ． 物品の購入等 

  ( 1)  備品（ 取得価格が１ 万円以上の物品）  

   ア 芸術文化館の管理業務に必要な備品は市が調達し 、 指定管理者に貸与する 。  

   イ  アのほか、 年度協定に定める 額の範囲内で備品を指定管理者に購入さ せる こ と

ができ る こ と と する 。 こ の場合、 当該備品の所有権は教育委員会に帰属する 。  

   ウ  イ のほか、利用料金を設定する 備品を購入し よ う と する 場合は、教育委員会と 協

議する こ と 。  

   エ 教育委員会の所有に属する 備品については、氷見市会計規則（ 平成３ 年規則第７

号） に基づき 管理する も のと する 。  

   オ 指定管理者が自ら の費用で調達し た備品は指定管理者に帰属する 。  

   カ 指定管理者が自ら の費用で購入又はリ ース し た備品については、 指定管理期間

の終了後、 市は引き 継ぎ又はリ ース の引き 受けはし ない。  

  ( 2)  消耗品（ 取得価格が１ 万円未満の物品）  

   ア 芸術文化館の管理運営に必要な消耗品（ 展示用品、 工具、 その他） は、 指定管理

者が調達する こ と と する 。  

   イ  アの消耗品について、利用料金を設定し よ う と する 場合は、あら かじ め教育委員

会と 協議する こ と 。  

   ウ  アによ り 調達し た消耗品は市に帰属する 。ただし 、指定管理者が自ら の費用で調
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達し た消耗品は指定管理者に帰属する 。  

 

 １ ０ ． 業務の経理 

  ( 1)  指定管理者は、 経理規程を整備し て経理事務を行う も のと し 、 指定管理業務にか

かる 経費は、 専用の帳簿及び口座によ り 管理する こ と 。  

  ( 2)  指定管理業務にかかる 帳簿書類等の保存年限は、 氷見市教育委員会文書管理規程

（ 昭和６ ３ 年教育委員会訓令第１ 号） によ る こ と と する 。  

 

 １ １ ． その他 

本仕様書に記載のない事項については、 教育委員会と 協議を行う と と も に、 十分に連

携を図り 適切な業務の遂行に努める こ と 。  
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Ⅱ 管理運営に関する 業務 

 

 １ ． 管理運営体制の考え方 

   開館時間及び休館日等の管理基準によ り 芸術文化館を来館者の利用に供する と と も

に、来館者のニーズに支障なく 対応し 、かつ安定し た管理運営を行う ために必要な体制

を整備する こ と 。  

   ま た、文化芸術の振興に係る 知見を有し 、「 新文化交流施設管理運営基本方針」（ 令和

２ 年１ ０ 月策定）（ 以下「 基本方針」 と 言う 。） に定める 基本理念及び基本方針を十分に

理解し 、その趣旨に合致し た幅広い事業を企画でき る 能力や専門性、経験を有する 人材

を配置する こ と 。  

 

 ２ .  職員の配置 

（ 1）  次の役割を担う 職員を配置する こ と 。  

    ア 事務責任者 

    ・ 管理業務を適切に実施する ため、業務全体の責任者と し て職員を統括・ 管理し 、

市と 調整する 。（ 運営総合判断、 利用の承認、 保守業務等連絡調整、 各種契約出納

等）  

    ・ 事務責任者は常勤と する 。  

イ  事業責任者 

 ・ 芸術文化館における 事業展開や市内関係団体等と の連絡に向けた各種調整を行

う 。（ 事業の企画運営、 情報発信・ 記録、 企画運営）  

 ・ 事業責任者は常勤と する 。  

  ( 2)   前項の職員のほか、 管理業務に必要な職員を確保する こ と 。  

  ( 3)  施設管理に従事する 者のう ち１ 人は甲種防火管理者の資格を有する 職員を配置す

る こ と 。  

  ( 4)   指定管理期間の開始までに職員名簿を市に提出する こ と 。 ま た、 指定管理期間の

開始日以降に職員の変更があった場合は、 速やかに職員名簿の変更届を提出する こ

と 。  

  ( 5)  管理運営に当たっては、 職員以外の外部専門家によ る 助言や評価を積極的に取り

入れる こ と 。  

 

 ３ .  事業計画及び収支計算書の作成 

   指定管理者は、毎年度教育委員会が指定する 日までに、翌年度の管理運営に関する 事

業計画及び収支計画書を市へ提出する こ と 。  

 

 ４ ． 報告 

18



 

  ( 1)  事業報告書（ 年度報告）  

     年度毎に事業活動の内容及び成果、 利用状況、 収支の状況等を記載し た事業報告

を各年度終了後６ ０ 日以内に提出する こ と 。  

  ( 2)  業務報告（ 月別報告）  

     月毎に利用状況、 利用料金収入、 減免の実績、 保守管理の実績、 利用者から の要

望及び対応状況等を記載し た業務報告書を、各月終了後２ ０ 日以内に提出する こ と 。 

 

 ５ ． 危機管理対応 

  ( 1)  災害や事故等が発生し た場合に備え、 緊急時における 対応マニュ アル及び連絡体

制を定め、 教育委員会に提出する こ と 。  

  ( 2)  自然災害、 人為災害、 事故など、 非常又は不測の事態には、 速やかに適切な措置

を講じ る と と も に、 あら かじ め定める 連絡体制によ り 、 教育委員会及び関係機関に

遅延なく 連絡する こ と 。  

  ( 3)  対応マニュ アルに基づき 、 利用者の避難誘導など、 災害や事故発生時の対応につ

いて随時訓練を行う こ と 。  

  ( 4)  法令に基づき 、 行政機関等から 改善の指摘があった場合には、 直ちに改善のため

の措置を講じ る こ と 。  

 

 ６ ． 総合案内 

  ( 1)  利用者等から の施設利用に関する 問合せに対応する こ と 。  

  ( 2)  芸術文化館の電気設備、 機械設備、 附属設備及び物品の操作方法等を把握する と

と も に、 利用者がこ れら を操作する と き はサポート する こ と 。  

  ( 3)  利用者から のク レ ーム、 要望及び情報提供があったと き は、 迅速に対応し 、 その

内容を教育委員会に報告する こ と 。（ 軽微なも のは除く ）  

 

  

19



 

Ⅲ 事業の実施に関する 業務 

 

 １ ． 基本的な考え方 

   芸術文化館が館の内外において実施する 事業は、基本方針の「 第１ 章 新文化交流施

設の運営方針」 にある 基本理念及び基本方針に沿い、 事業方針に合致し た事業を指定管

理者が提案し 、 教育委員会と 協議の上、 以下に掲げる 区分ごと に事業計画を作成し 、 年

度協定に位置付けて実施する こ と 。  

  ( 1)  鑑賞事業 

  ( 2)  参加型事業 

  ( 3)  創造事業 

  ( 4)  アウ ト リ ーチ型事業（ ホール外事業）  

  ( 5)  育成事業 

  ( 6)  貸館事業 

 

 ２ ． 自主事業 

  ( 1)  指定管理者は、自ら の費用（ 指定管理料の流用は認めら れない）と 責任において、

来館者の増加を図る ために自主事業を行う こ と ができ る 。  

  ( 2)  自主事業を行う 場合は、 あら かじ め教育委員会へ事業計画書を提出し 、 教育委員

会の承認を受けて実施する こ と 。  

  ( 3)  自主事業を行う 場合、 指定管理者は、 施設の利用者と し て条例の規定によ り 、 利

用の承認を受け、 利用料金を負担し なければなら ない。  
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Ⅳ 利用の承認等に関する 業務 

 

 １ ． 利用の承認等の考え方 

   利用の承認等の手続については、条例及び同条例の委任によ る 規則に基づき 、様式及

びマニュ アル等を整備の上、 適切に行う こ と 。  

 

 ２ ． 利用の予約受付 

  ( 1)  予約の受付に当たり 、 予約方法に関する 規定を設け周知する こ と 。  

  ( 2)  指定管理者が毎年度作成する 事業計画書を基に年間ス ケジュ ールを作成し 、 市民

が利用でき る 日を周知する こ と 。 ま た、 予約状況につては、 イ ンタ ーネッ ト 等の活

用によ り 、 最新の情報を提供する こ と 。  

 

 ３ ． 利用の承認等の手続 

  ( 1)  利用の承認 

      施設等を利用に供する と き は、 利用し よ う と する 者に利用承認申請書を提出さ せ、

内容を審査の上、 利用承認書を交付する こ と 。  

  ( 2)  利用の制限等 

     利用者が条例第１ ２ 条に該当する 場合は、 芸術文化館の利用を制限し 、 若し く は

停止し 、 又は利用の承認を取り 消し 、 若し く は利用を承認し ないこ と ができ る 。 こ

れら の場合は、 書面によ り 利用者に通知する こ と 。  

 

 ４ ． 利用料金の収受、 減免及び返還 

  ( 1)  利用料金は、 条例に定めら れた額を上限と し 、 指定管理者が市長の承認を受けて

定め、 指定管理者の収入と し て収受する 。  

  ( 2)  利用料金の収受の方法、 納期限及び返還等に関する 規定を設ける こ と 。  

  ( 3)  利用料金の収受は、 原則、 現金及び口座振込と し 、 ク レジッ ト カード や電子マネ

ー等のキャ ッ シュ レス 決済の導入を検討する こ と 。  

  ( 4)  指定管理者は、 利用料金を減免する 場合は、 教育委員会と あら かじ め協議の上、

設定し た基準によ る こ と 。  

  ( 5)  利用料金を減額又は免除し た場合、 減免し た利用料金は指定管理者が負担する 。 

  ( 6)  収受し た利用料金は内訳を明確にし て管理する こ と 。  

 

 ５ ． 行政財産の目的外使用許可  

   敷地内の電柱の設置など 、 施設の設置目的以外の目的で施設等を使用する 場合の許

可は市が行う 。  
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Ⅴ 施設等の維持管理に関する 業務 

 

 １ ． 基本的な考え方 

  ( 1)  日常又は定期に施設等の維持管理に必要な保守・ 点検業務を行い、 快適な利用環

境を維持する と と も に、施設等に不具合が生じ た場合には、「 Ⅰ 基本的事項」の「 ８ ． 

責任分担と 保険の加入」 に基づき 対処する こ と 。  

  ( 2)  以下の「 ２ ． 各業務の内容等」 に係る 基準については、 別添「 維持管理に関する

業務の基準」 を最低基準と し 、 設計図面を確認の上、 法令やメ ーカーの推奨等を参

考に適切な方法及び回数を設定する こ と 。  

  ( 3)  不適切な維持管理その他の指定管理者の責めに帰する 事由によ り 修繕が必要と

なる 場合は、 自己資金（ 指定管理料の流用は認めら れない。） を充てる こ と 。  

( 4)  法令等によ り 資格者を必要と する 業務については、 それぞれ有資格者を選任する

こ と 。 ま た、 必要に応じ て関係機関への報告又は届出を行う こ と 。  

 

 ２ ． 各業務の内容等 

  ( 1)  設備保守管理業務 

       附属設備、 電気設備及び機械設備を適切に維持管理する ために必要な法定点検、

初期性能及び機能の保持のために外観点検、 機能点検等を行う こ と 。  

  ( 2)  建築物保守管理業務 

建築物の機能・ 性能を維持する と と も に、 芸術文化館の美観を保ち、 安全で快適

に利用でき る よ う 、 施設等の点検、 保守管理、 修繕等を実施する こ と 。  

  ( 3)  物品保守管理業務 

物品の機能及び性能を維持し 、 適正に利用でき る よ う 、 物品の点検、 保守管理、

修繕等を実施する こ と 。  

  ( 4)  警備・ 防災業務 

消防法（ 昭和２ ３ 年法律第１ ８ ６ 号） に基づき 、防火管理者を配置する と と も に、

防災計画を作成し 、 所轄の消防署に提出する こ と 。  

館内外の安全確保及び防犯対策のため、 機械警備シス テムによ る 監視に加え、 適

宜巡回する こ と 。  

  ( 5)  清掃業務 

良好な衛生環境の維持を心掛け、 公共施設と し て快適な空間を保つために日常清

掃及び定期清掃を行う こ と 。  

  ( 6)  廃棄物収集運搬処理業務 

指定管理業務によ り 発生し た廃棄物については、 法令等に従い適切に処理する こ

と 。  

  ( 7)  外構等維持管理業務 
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外構等の美観を良好な状態に保つため、 巡回清掃、 駐車場の管理、 樹木の剪定、

植栽の雪囲い、 通路及び駐車場の除排雪を行う こ と 。  

  ( 8)  ラ イ フラ イ ン等供給業務 

     電気、 ガス 、 上下水道の供給事業者と 供給、 契約を締結し て、 常に使用でき る よ

う にする こ と 。  

 

 ３ ． 委託可能業務 

第三者に委託可能な業務は次の業務の全部又は一部と し 、委託する 場合は、書面によ

り 届け出る こ と で教育委員会の事前承認を受ける こ と 。  

  ( 1)  設備保守管理業務 

  ( 2)  建築物保守管理業務 

  ( 3)  物品保守管理業務 

  ( 4)  警備・ 防災業務 

  ( 5)  清掃業務 

  ( 6)  廃棄物収集運搬処理業務 

  ( 7)  外構等維持管理業務 

  ( 8)  その他教育委員会が特に必要と 認める 業務 
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維持管理に関する 業務の基準

業務 メ ーカー等 内容 頻度 根拠・ 備考

巡視点検 １ 回/月

定期点検 １ 回/年

自家用発電機設備点検 北砺ビ ルサービス 定期点検 １ 回/年
消防法上、 電気事業法上の点検
専門業者によ る 委託（ 消防設備点検資格者及び
第一種自家用発電設備専門技術者の有資格者）

太陽光パネル保守点検 太平ビ ルサービ ス 定期点検 １ 回/年 太陽電池モジュ ール、 蓄電池シス テム 定期点検

空調監視制御装置保守点検 鳥羽シス テム 定期点検 １ 回/年 空調機器の温度湿度管理装置定期点検

空調設備点検 北砺ビ ルサービス 定期清掃 2回/年 空調フ ィ ルタ ー清掃点検、 室内外機簡易点検は年4回

空調チラ ー保守点検 北菱冷熱 定期点検 2回/年 空調機チラ ー保守点検

舞台吊物機構設備保守点検 定期点検 4回/年 舞台設備（ 吊物・ 緞帳等( 制御盤・ 操作盤も 含む) ） の専門
メ ンテナンス （ 操作盤パネルのメ ンテナンス も 含む）

ホール移動客席保守点検 定期点検 4回/年 ホール移動客席のメ ン テナン ス

ホール舞台照明設備保守点検 パナソ ニッ ク EW 定期点検 2回/年
ホール舞台設備（ 照明） 保守点検（ ホール舞台
照明清掃含む）

舞台音響映像設備保守点検 ヤマハサウ ンド シス テム 定期点検 2回/年
音響 映写設備、 Ｉ Ｔ Ｖ 設備動作点検及び
精密点検

高所作業機器保守点検 エイ ハン 定期点検 １ 回/年 油圧制御によ る 高所作業機器の安全保守点検

衛生管理業務 アド バン ス 北陸サービ ス 定期点検 通年 環境衛生技術者選任、 受水槽等の保守点検、 水質検査
空気環境測定、 害虫等駆除・ 点検（ ビル管理法によ る ）

防火対象物定期点検 北砺ビ ルサービス 定期点検 1回/3年 防火対象物点検資格者によ る 点検

消防設備点検 北砺ビ ルサービス 定期点検 2回/年 機器総合点検（ 9月）
機器点検（ 3月）

定期点検 1回/月 【 乗用1台、 荷物用1台】 法令点検（ 建築基準法第8条）
遠隔監視含む。 昇降機メ ーカー推奨の点検業者によ る 委託

定期検査 1回/年 建築基準法第12条に基づく も の

自動ド ア保守点検 ナブコ ド ア 定期点検 2回/年 館内自動ド ア5カ所動作保守点検

ピ アノ 庫除湿ユニッ ト 点検 ピ ーエス 工業 定期点検 1回/年 ピ アノ 庫除湿器

特定建築物・ 建築設備定期点検 定期点検 1回/3年 建築士ま たは建築物調査員資格者によ る 点検

機械警備点検 綜合警備保障 通年 常時
夜間時や休館時の事故・ 異常を 自動通報装置に
て警備会社へ連絡する 。

防犯カメ ラ 機器賃貸借 綜合警備保障 通年 常時 館内防犯カメ ラ の設置運用

ピ アノ 保守点検
開進堂楽器
竹田楽器

保守点検 2回/年
納入ピ アノ メ ーカーの技術研修を受け、 保守管理に精通
し 、 実績を も っ た技術者によ る 保守点検。 コ ンサート P2
台、 グラ ンド 1台、 アッ プラ イ ト 1台

ネッ ト ワ ーク セキュ リ ティ
ク ラ ウ ド シス テム賃貸借

立業社 通年 常時 館内ネッ ト ワ ーク 環境の安全管理シス テム

施設予約管理シス テム 賃貸借 北陸コ ンピ ュ ータ サービ ス 通年 常時 ホールや諸室など 日常運用管理シス テムの構築

施設予約管理シス テム 保守点検 北陸コ ンピ ュ ータ サービ ス 通年 常時 ホール諸室運用管理シス テム の管理保守点検

ホームページ保守点検 北陸コ ンピ ュ ータ サービ ス 通年 常時 ホームページ運用にかかる の維持管理保守点検

電
気
機
械
設
備

自家用電気工作物保安点検 吉田電機管理事務所 電気事業法上の電気主任技術者業務

舞
台

サン ケン エン ジニアリ ン グ

建
物
等

昇降機点検 東芝エレ ベータ

警
備
・
運
営
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